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要約 
 
 気候変動は、発展途上国の⼦どもたちにとって特に危険なものである可能性
がある。現在でも多くの開発途上国では異常気象の割合が不均衡になっており、
将来的にも気候変動の影響で不均衡になると予測されている。さらに、開発途上
国では、社会的なセーフティネットが限られていたり、貧困が蔓延していたり、
医療制度が脆弱であったり、政府機関が脆弱であったりするため、気候変動への
適応や対応が難しくなっている。また、多くの途上国では出⽣率が⾼く、⼦ども
と⼤⼈の⽐率が⾼い（扶養家族率が⾼い）ため、先進国に⽐べてより多くの⼦ど
もたちがリスクにさらされていることになる。 
 そこで本稿では、気候変動が途上国の⼦どもたちに与える影響について考察
している。本稿によると、気候変動は家庭内暴⼒を悪化させ、犯罪率を⾼め紛争
や戦争の可能性を⾼める可能性がある。また、貧しい地域では、裕福な地域より
も早く気候変動の影響を受ける可能性がある。つまり、気候変動は、先進国とは
異なる経路で、低所得国の⼦どもたちの成⻑・発達に悪影響を及ぼす可能性があ
る。 
 このような問題がなくならない原因の⼀つとして、正規の市場が未発達であ
るという事実がある。途上国は、先進国に⽐べて正式な市場が未発達で、制度が
弱く、物理的なインフラが不⼗分で、所得も低いという事実がある。そのため、
気候変動によって⽣じる新たな状況や課題に家庭が適応できるようにするため
の投資は、⻑期的な利益をもたらす可能性がある。このような投資は、現在の⼦
どもたちに影響を与えるだけでなく、⼈的資本の蓄積、ひいては経済成⻑にも⻑
期的な影響を与える可能性がある。 


